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（論文題目）   合金鋳鉄及び鋳鋼の特性評価と製造方法に関する研究 
   










  第 1 章は，序論であり，上記のように巨大な製品であるため，この製造に要するエネルギーも大きく，こ
れを低減することの重要性をまず述べ，種々のロール材質のうちから高クロム鋳鋼，アダマイト鋳鉄，球
状黒鉛鋳鉄について，材質と製造方法に関する新たな知見を示すとした． 














オーステナイト中での Cr, Mo の炭化物形成を促進させ，炭素濃度を低下させることでマルテンサイト変
態を容易にして硬さ低下を抑止した．この結果，焼き戻し処理の回数を１回にすることができ，実操業に
おける省エネルギー達成を可能とした． 
  第 5章では，前章で推察した恒温保持に伴う Cr, Mo炭化物形成を詳細に示した．500℃での恒温保
持時間が長くなるにつれて，残留オーステナイト量は低下し，硬さは上昇した．その際に形成される炭化
































後，その温度で保持するという熱処理を試みた．焼戻しの工程数は 1 回である．その結果，TTT 線図の
パーライトノーズと，ベイナイトノーズの間の 500℃近辺に，オーステナイトのままで長時間安定となる領
域があり，その温度に保持したあと，焼入れることで硬さが上昇することを見出した．オーステナイトの状









  これら本論文に関する公表状況は，査読付学術論文３報（いずれも筆頭著者，内 1 報は掲載決定），
国際学会の査読付 Proceeding １報（筆頭著者）であり，研究活動は極めて活発であり，国内外での評
価も高い． 
  よって本論文は博士（工学）の学位論文として価値のあるものと認める。また、平成 27 年 7 月 27 日、
論文内容およびそれに関連する事項について試問を行った結果、合格と判定した。 
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